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　　鼻やのどの病気以外にあまり知られていないのです

　が、習慣で口を開けて息をしている人がいます。この

　ような状態を“習慣性口呼吸”と呼んでいます。

　　習慣で口呼吸を続けていると、“出っ歯（上顎前突）”、

　“開咬”や“上下の前歯が前方に出ている”上下顎前

　突”になりやすいのです。前歯が出ている歯並びで、

　習慣性口呼吸が引き起こされている場合には、矯正治

　療により歯並びが治ると口呼吸もなくなり、口も閉じ

　られるようになります。

鼻やのどの病気と歯並び
口ポカーンは歯並びに影響することを知っていますか

矯正治療をさまたげる口呼吸

口呼吸の原因は、鼻やのどの病気

　　鼻やのどの病気があると、口を開けて息をします。

　本来、鼻で息をするものですが、口を半開きにして息

　をしている状態を“口呼吸”と呼んでいます。近年多

　くの人がわかるにように、口呼吸を“口ポカーン”と

　呼ばれています。“鼻がつまれば、口で息をすればよ

　いというわけではない”のです。

　　なぜならば、口呼吸は歯並びや顔の成長にわるい影

　響を与えるからです。口呼吸を続けていると、唇を閉

　じて前歯を外側から抑える機能がなくなります。

　　その結果、舌で前歯を押しだすくせ（舌のくせ）が

　出て、前歯を前方へ移動し、“出っ歯”や上下の前歯

　が咬み合わない“開咬”になりやすいのです。

　　その上口呼吸は、矯正治療中の歯の動きをさまたげ、

　矯正治療後の歯並びの安定にも影響するのです。

いんとうへんとうひだい こうがいへんとう

扁桃肥大の影響は

　鼻やのどの病気などが、口呼吸の主な原因です。

１アデノイド（咽頭扁桃肥大）、口蓋扁桃の肥大

２急性・慢性鼻炎、肥厚性鼻炎、アレルギー性鼻炎

３鼻茸、副鼻腔炎その他、幼児期から指しゃぶりを小

　学生まで続けていると、“出っ歯”（上顎前突）や

　上下の前歯が咬み合わない“開咬”になり、口呼吸

　を引き起こすことがあります。

習慣性の口呼吸

　扁桃肥大の害は、次のような症状あります。

１扁桃が大きすぎると、鼻呼吸をさまたげる（口呼吸

　になる）

２扁桃に溶連菌という細菌による巣ができて、腎炎、

　心内膜炎、心筋炎、掌嚢胞症（皮膚炎）などが起き

　る

３睡眠時の呼吸状態が苦しそうな呼吸、いびきをかく、

　息をつまらせる

鼻やのどの病気と歯並び
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口呼吸をしていると

舌は下方に下がる（低位舌）

　　たえず口を開けて息をする習慣がつくと、口の中で

　舌の位置が下がってしまいます。普段呼吸をする時は、

　“舌は上あごにつく”、“口びるを閉じて鼻で息をす

　る”を心がけけて下さい。飲み物や食べ物をのみ込む

　時、舌先は上あごにつけてのどの奥に送り込みます。

　　口を開けてた状態で、舌の位置が下がった状態は、

　“低位舌”と呼ばれています。
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